
モデル事業における効果的な保健指導の状況(施設利用型）

事例
年齢 ４０歳代
性別 女性 大多喜町

項目 (異常値）
基本健診
(６月）

評価時健診
(１月２４日）

健
診
結
果

体重 70.6 70
ＢＭＩ 25～ 31.1 30.9
腹囲 男85～・女90～ 103 94
血糖(空腹時・随時） 110～/140～ （随時）114 (随時)150
ＨｂＡ１ｃ 5.5～ 4.7 4.8
中性脂肪 150～ 96 90
ＨＤＬ 40未満 55 51
ＬＤＬ (追）120～ 143 138
尿酸 (追）7．0～ 4.7 4.1
血圧 130～/85～ 139/80 112/70

異常値数　(リスク数） 4(2) 3(1)
＊（リスク数）は暫定版のステップ２のリスク数

２　生活習慣の改
善を参加者自ら選
択するための保健
指導

３　行動変容につな
がるための保健指導

・「健診アクションプラン」東京
法規出版
・「メタボリックシンドロームを
予防・解消しよう」東京法規
出版
・保健指導における学習教材
Ａ－４・５・６
Ｄ－４・５・９・１１・１４・１５
・健康目標シート（C－８）
・行動変容ステージ質問票
（C-６）
・ヘルスアセスメント（A票）記
入票

・町のメタボリックシンドロー
ム予防教室の案内パンフレッ
ト

１　対象者が代謝
等の身体のメカニ
ズムと生活習慣の
関係を理解するた
めの保健指導

・集団指導にて健診結果とメタボリックシンドロームの
判定結果の説明する。
・健診結果は、健診結果説明パンフレットを用いたり、
昨年度の結果から経年的変化を本人と確認し、問題
点を共有する。
・本人の生活習慣（食生活や運動状況等）を聞き、学
習教材を用い、内臓脂肪の蓄積から起こる代謝異常
とメタボリックシンドロームの診断基準の説明をする。
そして本人の生活習慣と現在の身体状況の関係を確
認する。
・ヘルスアセスメント票（記入票）を活用した食生活指
導を実施する。（栄養士）
・メタボリックシンドローム予防の自宅での運動を紹介
する。（健康運動指導士）

・身体状況と生活習慣の関係や、メタボリックシンド
ロームの理解を確認し、町で開催するメタボリックシン
ドローム予防事業を紹介する。

・コーディネート事業を活用した体力テストの実施と個
別運動プログラムの提供。（有酸素運動・筋トレ・自宅
での運動メニューの提示と実践）
・高機能歩数計の貸し出し。
・ＢＤＨＱの実施と個別栄養指導の実施。
・生活時間調査を実施し、家庭での運動の取り入れや
生活改善について指導（エクササイズガイドの説明）。
・1週間の運動と食生活の記録票を渡し、自宅での意
識の向上を図る。
・3か月後の体力テスト、ＢＤＨＱの実施と評価採血の
実施。
・個別健康教育を活用した知食調査と生活調査等の実
施。食事量や間食の量の確認と生活改善指導。
・６か月間でほぼ毎月１回の面接と、支援レターの送付
（２回）。また評価採血の実施（３回）。

効果的な保健指導 学習教材

・運動プランシート
・ＢＤＨＱ
・生活時間調査票
・「健康づくりのためのエクサ
サイズガイド」東京法規出版
・１週間の運動と食生活の記
録票
・個別健康教育キット、フー
ドモデル、知食調査、生活調
査
・食事バランスガイド
・塩分とカリウムの摂取確認
パンフレット
・保健指導における学習教
材C-７
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